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3命

叢

購
買
力
平
債
説
の
一
考
察

第
三
十
巻

八
八

O

第
六
披

O 

購

買

力

平

債

説
の

考

察

-s-
伊I

田

保

馬

目
攻
、
-
凶
際
貸
借
試
|
l
=
購
買
力
平
慣
説
|
|
三
そ
の
難
艶
(
以
よ
本
務
所
載
)

四
購
買
力
平
慣
説
と
統
計

的
資
料
1
1
五
購
買
力
平
債
説
の
緩
和
せ
ら
れ
た
る
形
態

一-
国

際

貸

借

説

貨
幣
の
園
内
に
於
げ
る
購
買
力
、

詳
し
く
云
へ
ば
貨
幣
草
位
の
囲
内
に
於
げ
る
一
般
購
買
力
は
草
じ
貨
幣
の
貨

融
市
の
債
低
ぎ
稀
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
や
、
ま
た
そ
の
封
内
債
値

2
5
2
4
2
F
日

=
E
J
E
Z
h
n
r包
括
吉
耳
目
ふ
さ

蒋
せ
ら
れ
る
。
貨
幣
の
器
内
債
値
千
」
云
ふ
概
念
は
そ
の
劃
外
債
値

(
E
2
2
5
E
-
n
x
R
2
5一
宮
『
円
}
5
2伝
言
者
向
一
)

に
封
立
す
る
。
調
外
債
値
さ
稿
せ
ら
る
、
も
の
は
、
貨
幣
の
外
闘
貨
幣
に
謝
す
る
交
換
能
力
、
却
も
園
内
の
貨
幣

車
位
の
外
圃
貨
幣
に
劃
す
る
購
買
力
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
震
替
相
場
に
よ
り
て
一
市
さ
れ
る
。

か
く
て
封
外
債
値

は
や
が
て
潟
替
債
値
(
同
Z
2
4
2
)
に
外
な
ら
ぬ
。

も
し
貨
幣
白
債
値
と
云
ふ
言
葉
が
た
Y

貨
幣
の
一
般
購
買
力
恥
意
味
に
の
み
と

b
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
貨
幣
白
岡
内
に
於
け
る
一
般

購
買
力
で
あ
る
、
調
内
償
僚
に
封
立
せ

b
る
べ
壱
も
の
は
、
こ
L

に
述
べ
た
る
意
味
の
謝
外
債
値
で
は
な
ー
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
貨
幣
単
位

に
よ
り
で
獲
得
せ

b
る
L

外
闘
市
場
白
財
の
数
量
、
即
ち
外
国
に
於
け
る
一
般
購
買
力
で
あ

b
ぅ
。
従
ひ
て
そ
の
大
き
は
、
蕊
に
叶
地
べ
た
る
と
こ



ろ
白
封
外
債
値
目
指
数
を
ば
外
国
に
於
け
る
物
債
指
数
を
以
て
除
し
た
る
高
に
よ
り
で
一
市
さ
る
与
は
ず
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
日
本
白
貨
解
宵
鴎
が

米
貨
四
十
凡
弗
の
相
場
を
も
っ

k
す
る
。
此
四
十
八
弗
は
百
周
白
劉
外
債
値
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
百
園
を
以
で
米
闘
に
於
け
る
商
品
の

E
れ

だ
け
の
数
量
が
獲
得
し
得
ら
る
斗
か
と
云
ふ

ζ
k
は
(
外
国
商
品
に
封
す
る
購
買
力
の
大
き
は
)
此
野
外
債
値
の
み
に
よ
り
で
定
ま

b
ず
、
更
に
米

固
に
於
げ
る
弗
白
購
買
力
を
空
ち
で
は
じ
め
て
決
定
せ

b
れ
る
。
勿
論
債
値
を
単
に
購
買
力
と
の
み
見
る
と
き
陀
は
、

一
一
闘
の
貨
幣
の
外
周
貨
幣

。
獲
得
能
力
と
一
司
ふ
意
味
に
で
封
外
債
値
ir--
苫
ふ
と
と
も
自
然
の
こ
と
で
あ

b
ぅ
。
封
内
債
値
、
野
外
債
値
白
名
栴
は
山
崎
博
士
四
レ
キ
シ
ス
に

従
ひ
で
用
ひ
ら
れ
た
る
に
は
じ
ま
る
。
貨
幣
の
調
外
債
値
を
そ
の
伶
替
償
値
の
煮
味
に
、
と
る
正
幸
に
は
、
そ
の
内
闘
に
於
け
る
購
買
力
に
掛
立
す

る
も
の
を
そ
の
封
外
購
買
力
と
栴
ナ
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る
。
而
し
て
、
貨
幣
の
封
外
購
買
カ
は
内
園
貨
幣
在
外
園
貨
幣
と
の
鴛
替
相
場
に
、
外

圃
貨
幣
の
そ
白
白
圏
内
に
於
け
る
購
買
力
を
乗
じ
た
る
も
の
と
見
ら
れ
る
(
ケ
イ
ン
ズ
)
。

『
甲
園
ー
の
貨
幣
の
封
外
債
値
は
L
、
の
一
四
早
位
を
以
て
乙
闘
に
於
け
る
其
貨
幣
時
間
半
伎
を
獲
得
し
得
る
か
の
、
そ
の
大
き
で
あ
る
。
岡
際
的
・
文
椀

曲
快
晴
同
同
事
軍
上
、
熔
替
に
よ
る
が
放
に
、
此
V

十
八
古
は
乙
岡
宛
の
匁
替
手
形
の
、
甲
岡
山
貨
幣
を
以
て
資
質
せ

L
れ
る
筒
絡
に
上
り
て
一
所
雪
れ
る
。

勿
論
魚
替
相
場
の
建
方
が
受
取
制
定
で
あ
る
ー
炉
支
挑
勘
定
で
あ
る
か
に
従
ひ
て
、
甲
闘
の
貨
幣
の
一
定
単
位
(
た
と
へ
ば
育
園
)
に
封
し
で
受
取
リ

得、
b
る
ふ
乙
同
然
替
の
貨
幣
単
位
の
数
(
た
と
へ
ば
四
十
八
弗
)
を
以
て
表
は
す
と
、
乙
圃
貨
幣
の
一
定
単
位
(
た
と
へ
ば
四
十
ヘ
弟
〉
の
鴛
替
を
獲

得
ナ
る
鴛
M
h

支
梯
ふ
べ
脅
甲
園
貨
幣
白
車
位
の
数
を
以
て
表
は
す
と
D
4
差
異
は
あ
れ
、
此
桐
揚
が
宇
が
で
封
外
債
低
圭
一
ポ
ナ
-L
の
で
あ
る
0

』
(
奮

稿
の
一
節
よ
り
抄
録
)
。

一
園
の
貨
幣
の
劉
外
債
値
は
如
何
仁
し
て
決
定
せ
ら
る
、
か
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
久
し
く
支
配
的
地
位
を
占
め

来
り
し
皐
設
が
あ
る
。
岡
際
貸
借
詑
又
は
支
梯
均
衡
読

(
E
E
N
5
8『
-
F
U
Z
z
-戸
間

ω
E
E
N巳
5
2
一m
又
は
そ
の
内

容
か
ら
見
て
.
需
要
供
給
設
さ
も
)

包
帯
せ
ら
る
、
も
の
は
即
も
こ
れ
で
あ
る
。

一
韓
、

乙
闘
の
貨
幣
は
甲
国
内

に
あ
り
て
一
の
商
品
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。

(
況
や
、

乙
国
貨
幣
の
あ
る
車
位
数
量
を
表
示
す
る
一
の
謹
券
に
過
ぎ
ぎ

3命
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叢

購
買
力
平
慣
説
白
一
考
察

第
三
十
巻

j~ 

ノk

第
六
披

る
さ
こ
ろ
の
、
乙
幽
宛
震
替
手
形
は
な
ほ
さ
ら
一
の
商
品
に
過
ぎ
ぬ
け
れ
ざ
も
此
黙
は
今
重
要
視
し
な
い
)
。
商
品

で
あ
る
以
上
、
業
債
格
は
需
要
供
給
の
開
係
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
る
。
従
ひ
て
、
ぞ
れ
は
需
要
さ
供
給
さ
の
相

釣
合
ふ
貼
じ
於
て
定
ま
る
で
あ
ら
う
。
其
供
給
が
需
要
を
超
過
す
れ
ば
、
債
格
が
下
る
(
受
取
勘
定
雄
)

0

ぞ
れ
だ

げ
甲
闘
の
貨
幣
の
劃
外
債
値
は
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
。
需
要
が
供
給
に
超
過
す
る
場
合
は
ま
さ
じ
-
〕
れ
ず
」
逆
で
あ

る
。
乙
岡
ゐ
て
の
潟
替
の
需
要
供
給
は
、
甲
困
が
一
定
期
間
内
に
乙
闘
に
封
し
て
支
抑
ふ
ぺ
き
全
債
務
、
及
び
乙

国
か
ら
、

一
定
期
間
内
じ
受
取
る
ぺ
き
全
債
権
(
刷
輸
出
入
貿
易
仁

4
る
肱
文
、
例
運
賃
保
険
料
手
数
料
、
例
外

資
輸
入
、
濁
外
投
資
、
及
び
之
に
伴
ふ
利
子
配
営
の
受
授
、
元
本
の
償
還
、
同
海
外
在
住
者
族
行
者
の
旋
豊
又
は

選
金
の
受
授
、
制
賠
償
金
等
の
牧
支
。
後
の
四
の
項
目
は
貿
易
外
牧
支
ざ
し
て
一
括
せ
ら
れ
得
る
)
、
卸
も
圃
際
貸

借
じ
よ
り
て
定
ま
る
。
従
ひ
て
、

一
闘
の
貨
幣
の
封
外
債
値
即
も
矯
替
相
場
が
そ
の
需
要
供
給
の
閥
係
に
よ
り
て

決
定
せ
ら
れ
る
三
百
ふ
こ
T
」
は
、
国
際
貸
借
の
閥
係
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
‘

さ
云
ふ
司
』
ご
に
外
な
ら
ぬ
。

こ
込
に
は
甲
乙
ニ
圃
の
h
v

が
経
済
的
交
混
を
笹
む
も
の
と
見
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
考
察
の
封
象
を
簡
明
な
ら
し
め
む
が
た
め
の
方
法
に
外
な
ら

ぬ
。
現
賞
に
於
て
は
、
甲
圃
が
乙
圃
ば
か
り
で
な
〈
、
そ
の
他
あ
ま
た
の
園
民
経
済
と
経
済
上
田
交
渉
を
も
ヲ
て
ゐ
る
。
従
ひ
て
、
閉
園
白
貨
幣

の
封
外
債
値
を
決
定
す
る
も
の
は
決
し
て
、
甲
乙
ニ
園
聞
の
圃
際
貸
借
の
関
係
の
-
ゅ
で
は
な
い
。
取
引
関
係
に
あ
る
す
べ
で
の
岡
氏
鰹
湾
と
の
間

に
存
立
す
る
園
際
貸
借
り
金
憶
が
、
そ
れ
を
決
定
ナ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
国
際
貸
借
上
.
甲
闘
が
乙
圃
に
封
し
て
極
め
て
不
利
な
る
闘
係
に

立
ち
、
丙
闘
に
謝
し
て
極
め
て
有
利
な
る
関
係
に
立
づ
と
せ
よ
。
甲
圃
貨
幣
白
乙
岡
貨
幣
に
封
ナ
る
封
外
債
値
は
甲
乙
二
国
間
の
貸
借
関
係
の
み

に
よ
り
、
叉
そ
れ
の
丙
圃
貨
幣
陀
一
針
ナ
る
謝
外
債
値
は
甲
丙
二
園
聞
の
貸
借
関
係
の
み
に
よ
り
喪
定
骨
一
、
b
る
込
も
の
で
は
な
い
。
甲
闘
の
貨
幣
は



乙
固
に
於
て
低
曹
債
格
に
於
て
の
ho
買
取
ら
れ
る
と
ナ
る
な
ら
ば
、
ま
づ
丙
闘
に
於
て
之
を
高
(
費

p
、
か
〈
し
で
得
た
る
丙
圃
貨
幣
を
乙
圃
に

於
て
費
る
と
す
る
。
結
局
、
甲
国
の
貨
幣
の
同
一
瀬
に
よ
り
て
多
額
の
乙
圃
貨
幣
が
獲
得
せ
ら
れ
る
。
此
間
接
矯
替
の
占
刀
法
佐
知
何
中
う
と
も
複

雑
に
符
は
れ
得
る
。
其
結
果
、
甲
闘
貨
幣
白
乙
園
貨
幣
に
針
ナ
る
封
外
債
値
も
結
局
、
申
園
が
す
べ
て
の
外
国
に
劃
し
て
有
ナ
る
園
際
貸
借
の
関

係
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
L

は
ず
で
あ
る
。

此
監
に
つ
い
て
、
か
つ
て
述
べ
た
る
と
こ
ろ
を
引
用
ナ
る
『
『
乙
闘
に
あ
て
L

支
梯
ふ
べ
き
債
務
を
有
ナ
る
も
の
、
た
と
へ
ば
輸
入
商
人
、
外
債

の
刺
拐
を
な
す
政
府
等
は
乙
岡
宛
の
免
替
手
形
(
必
ず
し
も
現
賓
の
手
形
た
る
を
要
せ
ぬ
)
白
需
要
者
、
と
な
る
。
而
し
て
乙
圃
に
於
で
支
排
は
る
ベ

壱
錫
替
手
形
が
乙
凶
に
劉
ナ
る
債
櫨
(
詳
し
く
一
苫
へ
ば
乙
白
岡
氏
経
済
を
構
成
す
る
経
済
主
偲
に
到
す
る
債
櫨
)
の
所
有
者
、
例
へ
ば
輸
出
商
人
、

運
怠
業
者
に
よ
り
て
供
給
せ
ら
れ
る
。
前
者
白
需
要
が
後
者
の
供
給
を
超
過
す
る
程
度
に
臆
じ
て
甲
園
の
貨
幣
町
野
外
債
値
は
異
な
る
。
勿
論
、

乙
幽
に
於
け
る
甲
圃
宛
矯
替
の
相
場
が
同
様
な
る
事
情
に
よ
り
て
決
定
せ

b
札
、
そ
れ
が
甲
闘
に
於
げ
る
乙
闘
宛
鴛
替
手
形
。
相
場
と
楠
互
に
伶

用
し
合
ふ
け
れ
ど
も
、
原
則
に
於
て
は
上
に
遁
べ
た
る
と
こ
ろ
を
改
訂
す
る
必
要
は
な
い
』

魚
替
相
場
は
此
の
加
〈
、
国
際
貸
借
の
事
情
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
麓
動
に
つ
い
て

如
何
な
る
限
界
が
認
め
ら
る
、
か
。
原
則
ご
し
て
は
、
金
本
位
同
相
互
の
聞
に
於
て
は
、
金
現
謹
枯
が
上
下
の
限

昇
を
な
す
。
自
由
本
位
を
ざ
る
ニ
闘
の
聞
に
ゐ
り
で
は
此
韓
動
に
上
下
の
限
界
が
認
め
ら
れ
ぬ
。

一
方
が
自
由
本

位
固
に
し
て
他
方
が
金
本
位
闘
で
あ
る
場
合
に
は
、
等
し
〈
此
限
界
が
認
め
ら
れ
が
た
い
。
た
Y
自
由
本
位
圃
に

於
け
る
金
の
債
格
が
此
麗
動
の
目
じ
る
し
を
な
す
。
金
本
位
園
ご
銀
本
位
幽
さ
の
聞
に
於
け
る
矯
替
相
場
は
金
銀

の
比
慣
に
よ
り
て
そ
の
捷
勤
の
限
界
を
限
ら
る
、
こ
ご
が
多
い
。
此
等
の
結
に
つ
い
て
は
更
に
一
段
の
分
析
が
必

要
ぎ
せ
ら
れ
る
。
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八
八
四

第
宍
暗
抑

四

甲
乙
爾
圃
が
共
に
金
本
位
固
で
あ
る
場
合
に
は
、
雨
方
の
本
位
貨
幣
の
聞
に
地
金
の
債
格
を
基
礎
ぜ
し
た
る
法

定
平
債
(
又
は
理
論
的
平
債
)
が
考
へ
ら
れ
る
。
甲
闘
の
貨
幣
の
封
外
債
値
が
此
卒
債
よ
り
運
賃
を
、
(
詳
し
く
云
へ

ば
更
に
保
験
料
、
轍
選
中
の
利
子
、
轍
造
手
数
料
、
造
幣
手
数
料
を
も
)
差
引
き
た
る
額
以
下
に
下
る
ぜ
き
は
、
正

貨
を
現
遣
す
る
を
有
利
さ
す
ぺ
く
、
反
封
の
場
合
に
は
乙
園
よ
り
正
貨
を
現
送
す
る
を
有
利
ざ
す
る
。
従
ひ
て
そ

の
劉
外
債
値
も
永
き
に
一
回
一
り
て
此
上
下
の
爾
限
界
の
外
に
あ
る
こ
さ
を
得
や
、
(
暫
〈
在
外

E
貨
の
作
用
宏
明
は
な

し
て
考
へ
あ
)
結
局
そ
の
聞
に
躍
動
す
る
傾
向
を
有
す
る
。
者
し
雨
閣
さ
も
に
自
由
本
位
制
度
な
ぜ
る
場
合
に
は

震
替
の
需
給
の
合
一
す
る
さ
こ
ろ
ま
で
釣
外
債
値
が
騰
貴
又
は
下
落
せ
ず
る
こ
さ
を
得
令
、
市
色
、
正
貨
の
現
迭

に
よ
り
て
上
方
又
は
下
方
へ
の
盤
勤
を
確
質
仁
一
定
の
限
界
内
に
防

σこ
ご
能
は
ゴ
る
道
理
で
あ
る
。
前
の
場
合

に
あ
り
で
は
畢
寛
、
震
替
の
供
給
又
は
需
要
が
現
迭
貼
だ
け
の
債
格
に
於
て
無
限
に
(
事
費
は
甲
園
又
は
乙
岡
仁

於
げ
る
金
の
所
有
量
だ
け
)

あ
る
罪
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
場
合
に
は
之
を
快
い
で
ゐ
る
。
従
ひ
て
、
理
論
上
は

此
劃
外
債
値
が
無
限
に
低
落
す
る
こ
さ
が
出
来
る
し
、
叉
無
限
に
騰
貴
し
う
る
可
能
も
あ
る
。
甲
闘
が
自
由
本
位

の
制
度
を
ご
り
乙
国
が
金
本
位
の
制
度
を
ざ
る
場
合
に
於
て
も
、
騰
落
の
限
界
は
前
の
場
合
の
如
く
不
定
限
で
あ

る
。
た
va
、
甲
闘
が
十
分
に
轍
出
し
う
マ
き
金
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
貨
幣
の
封
外
債
値
も
園
内
じ
於
げ

る
、
商
品
ざ
し
て
の
金
に
劃
す
る
購
買
力
(
現
遺
結
の
場
合
に
於
げ
る
さ
同
一
の
制
限
を
加
へ
て
)
に
よ
り
て
下
方

に
制
限
せ
ら
れ
る
や
う
に
見
え
る
。
け
れ
Jf
」
も
、
此
場
合
、
金
の
債
格
は
ぞ
れ
白
樫
魚
替
相
場
を
左
右
す
る
原
因



た
る
よ
り
も
.
寧
み
そ
の
結
果
で
あ
る
こ
ぜ
が
多
い
。
従
ひ
て
金
の
債
格
は
甲
園
貨
幣
の
艶
外
債
値
の
下
の
限
界

を
か
ぎ
る
さ
云
ふ
よ
り
も
、
劃
外
債
値
の
大
き
の
標
徴
た
る
に
遁
ぎ
向
。
甲
園
が
若
し
完
全
な
る
自
由
本
位
圃
に

ゐ
ら
や
、
例
へ
ば
大
戦
営
時
に
於
け
る
日
本
の
却
く
、

事
買
に
於
げ
る
不
換
紙
幣
園
に
で
あ
り
な
が
ら
、

而
も

(
瑞
典
の
如
く
金
の
轍
入
を
禁
止
せ
す
)
金
の
自
由
鋳
遣
を
依
然
ご
し
て
認
む
る
場
合
じ
あ
り
て
は
、
封
外
債
債
の

上
方
の
限
界
が
又
こ
れ
に
よ
り
て
割
せ
ら
れ
る
。
却
も
聞
の
封
外
債
値
は
如
何
仁
騰
貴
し
得
る
さ
し
て
も
、

匁

五
回
の
割
合
を
以
て
算
出
せ
ら
れ
た
る
卒
債
か
ら
借
り
に
遠
ゴ
か
る
事
は
出
来
ね
。
か
〈
て
営
時
の
固
の
封
外
債

値
の
上
方
の
限
界
は
此
の
如
〈
に
し
て
限
ら
れ
、
下
方
の
限
界
は
少
〈
も
理
論
的
に
は
存
在
し
立
か
っ
た
わ
げ
で

〉

〉

ο

e
d
F
-

、

金
本
位
凶
叩
」
銀
本
位
闘
さ
の
間
の
震
替
相
場
は
金
銀
の
比
債
に
よ
h
ノ
て
盤
動
の
限
界
が
限
ら
れ
る
。
金
本
位
圃

に
あ
り
で
は
金
が
、
銀
本
位
幽
に
あ
り
で
は
銀
が
一
定
の
債
格
を
有
す
る
か
ら
、
各
国
宛
鴬
替
手
形
の
代
ち
に
金

又
は
銀
を
轍
迭
す
る
こ
さ
が
出
来
る
わ
け
で
あ
り
、
ぞ
れ
故
に
、
震
替
相
場
は
金
銀
の
比
債
(
こ
れ
が
も
し
一
定

な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
)
に
地
金
の
輸
送
費
を
考
慮
し
た
る
程
度
以
上
に
は
鍵
勤
し
が
党
い
。
然
れ
ず
も
、
此

際
更
に
進
み
て
、
此
比
慣
が
何
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
か
を
考
ふ
る
必
要
が
あ
る
。
金
銀
の
比
慣
は
一
方
、
ぞ

の
地
金
ざ
し
て
の
需
給
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
け
れ
ど
も
、
他
方
ま
た
、
震
替
相
場
に
よ
り
て
作
用
せ
ら
れ

る
。
免
替
相
場
は
前
述
の
事
情
に
よ
り
て
、
会
銀
の
比
債
の
影
響
の
下
に
立
つ
け
れ
ど
も
、
ま
穴
此
比
債
の
上
に

54t 

叢

購
買
力
平
償
設
の
一
考
察

第
三
十
巻

八
八
五

第
六
時
抗

五



Z告

購
買
力
平
俣
説
白
一
考
察

ム，、

第
六
涜

第
三
十
巻

t

、【、】、

'
'
p
'
'
Jノ

叢

作
用
す
る
。
例
へ
ば
、
銀
貨
闘
の
物
債
が
格
別
に
騰
貴
し
、
幽
際
貸
借
上
、
不
利
な
る
地
位
に
あ
り
さ
せ
よ
。
半
・

八
?
に
金
を
轍
迭
し
得
ぎ
る
以
上
、
銀
貨
幣
の
劃
外
債
値
、
従
ひ
て
銀
貨
園
宛
手
形
の
相
場
は
下
落
す
る
で
あ
ら

ぅ
。
而
し
て
こ
の
こ
ぜ
が
金
銀
の
比
慣
の
上
に
直
接
に
作
用
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。

か
く
て
、
金
銀
の
比
慣
ご
震
替
相

場
さ
は
相
互
に
作
用
す
る
。

こ
の
う
ち
、
何
れ
が
支
配
的
の
も
の
で
あ
る
か
さ
一
五
ふ
こ
す
」
は
、
時
々
の
事
情
に
よ

り
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
銀
の
自
由
錆
遣
を
許
す
さ
こ
み
の
銀
本
位
圃
が
ゐ
ま
た
存
在
し
、
銀
の
貨
幣
ざ
し
て
の
需

a-rf
時
四
』
r
・2

晶
、
=
・
】

L
P
1品、

型
力
布
告
l
メ
1
2‘
f
じ

九
民
岨

tr‘B
I

-

-

q

a

R

J

治

d
-
b吾
、

f
T
A
4
1
i同
〉

l
J

》

3

4

舟
土
全
栴
場

l
j
t
T
M
住
カ
ナ
D
J

なで
t
t
f
.

Jd

フ
一
五
ふ
事
情
が
や
ひ
ご
き
じ
は
、

地
金
ご
し
て
の
銀
の
需
給
に
も
さ
づ
く
ご
こ
ろ
の
、
金
銭
の
比
慣
が
大
開
、
震
替
相
場
を
左
右
す
る
も
の
申
」
見
ら

れ
る
。

， 

『
一
八
七

O
年
以
前
、
卸
ち
、
銀
本
位
制
を
煉
ワ
て
ゐ
た
圃
が
な
ほ
多
〈
、

E
雨
木
倣
闘
も
銀
の
自
由
組
閣
靖
を
賀
行
し
た
時
代
に
は
、
倫
敦
陀

於
け
る
銀
塊
相
場
、
卸
ち
、
金
銀
の
比
債
白
務
動
が
甚
だ
微
弱
で
あ
っ
た
所
以
は
、
銀
僚
が
鴛
替
相
場
に
支
問
せ
ら
札
た
矯
め
で
あ
る
。
其
後
に

於
で
も
印
度
が
銀
の
向
由
縛
造
を
纏
捜
し
で
居
た
間
は
、
倫
教
に
於
け
る
銀
塊
棺
場
は
所
調
印
度
者
手
形
、
即
ち
倫
敦
の
印
度
省
が
印
度
政
府
に

到
し
て
振
出
し
た
ル

1
ピ

I
手
形
白
供
給
如
何
に
左
右
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
。
然
る
に
諸
園
相
睡
で
或
は
金
本
位
制
に
移
り
、
或
は
銀
貨
の
自
由
鋳

遣
を
停
止
L
、
従
来
の
知
〈
法
定
の
債
格
で
銀
を
受
入
れ
る
闘
が
甚
だ
少
〈
且
微
力
と
な
る
に
及
ん
で
は
、
銀
債
は
殆
ん
ぎ
普
通
の
商
品
の
償
絡

主
同
じ
〈
、
・
主
と
し
て
地
金
と
し
で
の
需
要
供
給
の
関
係
に
依
ワ
て
市
町
定
せ
ら
れ
、
金
木
位
園
封
銀
本
位
闘
の
鴛
替
相
場
は
銀
慣
を
調
筒
ナ
る
カ

溺
〈
、
却
ワ
で
銀
慣
に
支
配
せ
ら
れ
る
に
至
づ
た
の
で
あ
る
』
此
駐
に
闘
ナ
る
タ
ナ
ヴ
プ
、
レ
キ
シ
λ

の
所
論
に
は
、
今
論
及
し
な
い
。
な
ほ
最

近
に
於
け
る
銀
債
の
暴
落
は
此
勘
に
つ
い
て
主
要
な
る
教
示
を
興
へ
る
。
印
度
の
幣
制
改
革
に
よ
り
印
度
の
貨
幣
用
白
銀
需
要
が
宇
品
、
印
度
は

か
へ
ワ
て
銀
の
供
給
者
と
な
っ
た
、
加
之
、
銅
産
額
の
増
加
が
結
令
生
産
物
た
る
銀
白
供
給
を
激
増
せ
し
め
、
か
〈
て
銀
地
金
の
需
給
が
慢
飢
せ

山崎博士『貨幣概論』一一九及び一二O頁



ら
れ
た
。
銀
の
暴
落
は
重
に
そ
れ
か
、
b
来
る
。

貨
幣
の
封
外
債
依
が
国
際
貸
借
の
事
情
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
事
に
つ
い
て
は
、
別
に
異
論
が
あ
る
わ
げ
で

は
な
い
。
.
ニ
れ
は
、
債
格
が
需
要
供
給
の
閥
係
か
ら
定
ま
る
さ
云
ふ
見
解
さ
同
じ
く
、
明
白
な
る
道
理
で
あ
る
さ

思
は
れ
る
。
た
Y
問
題
は
、
究
極
に
於

τ此
封
外
債
伎
を
決
定
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
さ
一
エ
ム
こ
さ
で
あ
る
。

一
国
の
貨
幣
の
劃
外
債
値
、
従
ひ
て
そ
の
震
替
相
場
は
常
に
刻
々
に
盤
勤
し
っ
、
あ
る
、
此
聾
動
の
姿
に
於
て
、

そ
れ
が
闘
際
貸
借
の
事
情
(
勿
論
投
機
に
よ
る
貸
借
の
事
情
を
も
合
め
て
)
に
よ
り
決
定
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
に
し
て

も
.
結
局
ぞ
れ
の
格
も
つ
く
先
は
い
?
}
で
あ
る
か
。
鴻
替
相
場
を
動
強
的
に
決
定
す
ち
も
の
は
岡
際
貸
借
の
事

情
で
あ
る
ざ
す
る
、
静
態
的
に
之
を
決
定
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。

商
品
の
債
格
に
ワ
ヤ
て
、
市
場
債
格
を
決
定
す
る
も
む
は
需
要
供
給
の
関
係
で
あ

p
、
正
常
債
格
を
決
定
す
る
も
の
は
生
産
費
で
あ
る

k
云
ふ

見
方
が
あ
る
。
と
れ
と
あ
る
意
味
に
於
て
平
行
的
な
る
同
見
方
を
こ
与
に
試
み
む
と
ナ
る
の
で
あ
る
。
時
キ
刻
々
に
市
場
に
於
て
定
ま
る
と
と
ろ
の

免
替
相
場
は
園
際
貸
借
に
基
〈
需
給
白
関
係
に
よ
り
で
定
ま
る
。
た

r
、
費
動
常
な
奇
矯
替
相
場
は
結
局
如
何
な
る
監
に
落
ち
ワ
か
む
と
す
る
の

で
あ
る
か
。
こ
れ
を
次
に
漣
べ
よ
う
と
ナ
る
の
で
あ
る
。
園
際
貸
借
説
と
突
に
述
ぷ
る
皐
説
と
白
関
係
に
ワ

ρ

で
は
、
山
崎
博
士
『
若
干
の
貨
解

問
題
』
九
四
頁
以
下
、
に
詳
越
せ
与
れ
て
ゐ
る
。

一一
購
買
力
平
債
設

此
問
題
に
封
す
る
答
解
ご
し
て
、
貨
幣
の
封
外
債
値
は
究
極
に
於
て
、
各
の
貨
幣
の
白
岡
内
に
於
け
る
購
買
力

3命

叢

購
買
力
平
債
設
の
一
考
察

第
三
十
巻

八
八
七

第
六
務

二
七



論

叢

A 

購
買
カ
卒
債
設
白
一
考
察

第
三
十
巻

入
八
八

第
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披

の
比
例
に
よ
ち
て
決
定
せ
ら
る
さ
云
ふ
購
買
カ
卒
債
詑

2-Mmc江
口

同
州
山
口
『
「
『
え
ぺ
円
増
田
同
一
門
戸
H
H川口

同
]
】
向
。
『
〈

仏
内
『

。『伸一】円

-
E
R
r
E
-伝
言
者
向
「
宮
江
守

2
・
吉
『
円
-HE--戸内
-E耳
目
『
官
ュ

q
p
g
q
)
が
主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
鴨
此
拳
設
の

近
時
に
撞
顕
し
た
る
事
情
は
全
〈
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。
金
本
位
圃
相
互
の
聞
の
鴻
替
相
場
に
ゐ
り
で
は
法
定
手

慣
が
あ
り
、
現
貫
の
相
場
が
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
に
離
れ
守
、
金
の
現
迭
賠
仁
よ
り
て
費
動
に
於
け
る
上
下
の
眼
界

を
か
ぎ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
職
時
各
国
一
か
不
換
紙
幣
圃
さ
な
h
、
相
互
の
潟
替
相
場
の
種
動
甚
し
く
し
て
、

而
も
そ
の
高
さ
が
結
局
何
に
よ
り
て
定
ま
る
や
、
岡
際
貸
借
設
セ
以
て
し
で
は
何
等
の
見
常
も
つ
げ
ら
れ
な
か
っ

h
h
o

そ
れ
故
に
、
不
換
紙
幣
圃
閣
の
潟
替
相
場
に
於
て
か
の
法
定
卒
債
に
営
る
も
の
を
求
め
む
ず
』
す
る
要
求
に
膳

体
}
ひ
ぎ
し
て
掲
げ
出
さ
れ
た
る
も
の
、
却
も
購
買
力
卒
信
設
で
あ
る
。

か
下
る
事
情
か
ら
一
瓦
へ
ば
、
此
準
誌
は
国

際
貸
借
説
さ
相
斥
け
、
若
く
ば
ぞ
の
詑
明
し
得
、
ざ
る
場
合
を
説
明
し
得
る
が
如
く
に
も
見
え
る
け
れ
ザ
」
も
、
業
費

相
補
う
て
、

一
は
潟
替
相
場
の
動
態
、
他
は
そ
の
静
態
を
説
明
す
る
も
の
さ
の
み
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

購
買
カ
平
債
設
の
責
質
は
喪
し
で
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
せ
ら
れ
る
。

一
七
九
七
年
よ
り
一
八
一
二
年
に
至
る
紙
幣
場
の
時
期
に
於
け
る
鴛

替
鑓
債
田
原
因
に
踊
寸
る
論
争
に
於
で
毅
多
白
人
々
に
よ

P
て
述
べ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
り
(
そ
白
創
唱
者
を
P
力
ア
F
と
ナ
る
見
方
も
あ
る

が
て
そ
の
後
と
て
も
此
皐
設
を
採
用
ナ
る
人
が
少
〈
な
い
日
併
し
な
が
、
b
こ
の
貸
賃
に
は
じ
め
て
購
買
力
平
債
設
の
名
帯
を
奥
ヘ
、
且
新
陀
之

を
カ
強
〈
d
土
張
す
る
と
と
に
よ

P
で
、
鴛
替
相
場
に
関
ナ
る
支
臨
的
宰
設
の
地
位
に
主
で
高
め
上
げ
た
の
は
、

rλ
タ
フ
・
力
ツ
セ
ル
の
カ
で
あ

る
。
そ
白
見
解
は
一
九
一
六
年
目
雑
誌
論
文
に
は
じ
品
で
費
表
せ
、
b
れ
た
(
忍
は
官
時
之
を
紹
介
し
、
旦
ワ
そ
れ
に
拙
骨
批
評
を
附
け
た
、
願
L
F

て
汗
顔
を
禁
じ
な
い
。
そ
自
小
論
交
は
忍
の
『
経
鴻
皐
研
究
』
に
牧
め
で
ゐ
る
)
。
そ
の
白
ち
、
い
〈
た
び
か
資
表
せ

b
る
ふ
主
北
ハ
に
、
多
少
の
国
型
形

たとへ，;rJ. S. 1Iil1， Principles， 6 th ed.， Chrtp. 22 21 



を
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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E
E
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E
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z
c
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内
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ζ
。
再
可
回
出
品
明
。
三
回
口
肘

E
F
E間
合

邸

内

5

3

S

S

N凶
及
び

そ
の
祉
合
経
済
事
の
新
版
な
ど
、
参
照
〉
u

止に

γ
、
方
ヴ
セ
ル
は
政
策
的
生
張
に
念
に
し
て
汁

購
買
力
平
侠
説
に
加
へ
た
る
そ
の
理
論
的
説
明
白

依
り
に
簡
単
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
が
十
分
な
る
論
設
は
後
四
問
中
者
に
求
む
べ
官
も
の
多
し
と
一
石
は
れ
て
ゐ
る
。

今
購
買
カ
卒
憤
設
を
そ
の
鮮
明
な
る
、
而
し
て
妥
協
せ
ぎ
る
形
に
於
て
略
越
し
よ
う
の
互
に
濁
立
す
る
紙
幣
伝

有
す
る
甲
乙
雨
闘
が
あ
る
場
合
、
印
闘
の
貨
幣
が
乙
岡
に
於
て
債
値
を
有
し
得
る
の
は
、
そ
の
貨
幣
い
か
白
闘
に
於

て
購
買
力
を
有
す
る
が
震
で
あ
り
、
従
ひ
て
そ
の
乙
闘
に
於
げ
る
債
格
は
甲
闘
に
於
け
る
そ
の
購
買
力
に
比
例
す

る
、
同
様
に
し
て
、
そ
れ
は
乙
国
貨
幣
の
乙
闘
に
於
げ
る
購
買
力
に
反
比
例
す
る
。
故
に
、
甲
乙
二
国
聞
の
潟
替

相
場
は
各
国
の
貨
幣
の
自
国
に
於
け
る
購
買
力
の
商
(
従
ひ
て
各
国
の
一
一
般
物
債
の
商
)

に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ

る。

こ
の
商
は
震
替
相
場
の
落
ち
つ
く
ぜ
こ
ろ
に
し
て
、
ぞ
れ
が
購
買
力
平
債
さ
名
づ
け
ら
れ
る
。

ニ
圃
聞
に
商

品
が
自
由
じ
移
動
し
持
、
包
括
的
な
る
貿
易
が
行
は
る
、
マ
し
き
に
は
、
現
賓
の
震
替
相
場
も
此
購
買
カ
卒
債
か
ら

わ
ま
り
に
離
れ
ぬ
。
た
Y
雨
園
の
貿
易
に
於
て
轍
出
入
の
一
方
が
特
に
妨
げ
ら
る
、
な
ら
ば
、
掛
川
替
相
場
は
此
卒

債
か
ら
離
れ
る
で
あ
ら
う
。
若
し
商
品
の
自
由
な
る
移
動
が
行
は
る
、
ず
」
す
れ
ば
究
の
如
、
昔
、
こ
さ
に
な
る
。
甲
園

苦会
'問問

叢

購
買
カ
卒
債
説
白
一
考
察

第
三
十
巻

八
八
九

第
六
務

-一九



1命

議

購
買
カ
卒
領
就
の
一
考
察

第
三
十
審

八
九

O

第
ム
ハ
披

O 

に
貨
幣
の
膨
脹
(
又
は
牧
縮
)
が
生
じ
、
乙
岡
仁
ま
た
ぞ
れ
が
起
る
ご
す
る
。
そ
れ
の
割
合
が
甲
圃
じ
於
て
は
一

C

。
に
咽
到
す
る
三
ニ

C
1
乙
幽
じ
於
て
は
一

0
0
じ
劃
す
る
こ
四

O
ど
す
る
、
各
国
内
に
於
て
は
こ
の
大
き
に
臆
じ

て
貨
鮮
の
購
買
力
が
減
少
す
る
。
そ
こ
で
、
翁
替
の
新
比
率
は
奮
比
率
の
四
分
の
三
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
膏
比
率

じ
ニ
闘
の
賃
融
市
膨
服
率
聞
の
商
を
燕
じ
た
る
も
の
に
同
じ
い
。
勿
論
過
渡
期
に
は
此
新
比
率
を
可
な
り
に
離
れ
た

る
相
場
も
成
立
す
る
。
併
し
結
局
、
現
賓
の
倉
替
相
場
が
此
購
買
力
卒
債
さ
一
致
せ
ぎ
る
こ
マ
」
は
、
圃
際
貿
易
に

多
大
の
障
碍
を
興
へ
る
。
か
く
て
、
印
刷
聞
に
於
り
る
乙
岡
貨
幣
の
相
場
が
甲
闘
の
物
憤
さ
乙
刷
の
物
償
千
し
の
陀
岐

に
照
し
て
低
い
さ
き
に
は
、
甲
闘
よ
り
乙
国
へ
の
轍
出
が
妨
げ
ら
れ
る
さ
同
時
に
、
乙
圃
よ
h
甲
園
へ
の
轍
出
は

人
鴻
的
じ
促
進
さ
れ
る
。
此
二
様

ω作
用
は
甲
闘
に
於
け
る
乙
闘
貨
幣
の
相
場
を
高
め
て
購
買
力
卒
債
ま
で
に
侠

復
せ
し
め
る
。

き
て
此
見
解
の
骨
子
は
次
の
諸
結
に
あ
る
ご
思
ふ
。
各
闘
に
於
げ
る
物
償
、
従
ひ
て
貨
幣
の
自
国
内
に
於
げ
る

購
買
力
が
原
因
ざ
な
り
て
怨
替
を
決
定
す
る
、
此
決
定
の
仕
万
は
一
闘
の
貨
幣
を
以
て
園
内
の
商
品
を
買
ふ
も
、

一
臆
之
を
外
国
の
貨
幣
に
替
へ
、
そ
れ
を
以
て
外
園
の
商
品
を
買
ふ
も
(
運
賃
及
び
輸
出
入
粧
を
離
れ
て
考
ふ
る

ご
き
に
は
)
、
無
差
別
で
あ
る
や
う
に
さ
云
ふ
こ
さ
で
あ
る
。

現
買
の
滞
替
相
場
が
此
購
買
力
平
債
よ
り
離
れ
て

ゐ
て
も
そ
れ
は
早
晩
此
鈷
に
臨
着
す
ぺ
き
蓮
命
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
若
し
震
替
相
場
が
物
債
以
外
の
事
情
に
よ
り

て
こ
れ
さ
は
異
な
れ
る
賠
に
ま
で
動
か
さ
れ
た
に
し
て
も
、

一
方
の
轍
出
が
助
長
せ
ら
れ
轍
入
が
抑
制
せ
ら
る
、



の
み
な
ら
や
、
他
方
の
轍
出
入
が
こ
れ
さ
反
劃
の
事
情
に
置
か
る
、
結
果
さ
し
て
、
そ
れ
が
還
に
は
物
債
に
よ
り

て
定
ま
る
さ
こ
ろ
の
や
慣
仁
復
踊
せ
ぎ
る
そ
得
な
い
で
ゐ
ら
う
。
耐
し
て
一
園
の
貨
幣
購
買
力
は
大
鰹
に
於
て
、

そ
の
数
量
に
依
存
す
る
。
ぞ
れ
故
に
次
の
却
さ
事
情
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
あ
る
基
準
年
度
乞
ざ
る
。
此

時
に
於
て
は
、
第
替
相
場
が
購
買
力
平
慣
さ
相
一
致
し
て
ゐ
る
も
の
ぎ
す
乙
、
換
言
す
れ
ば
、
貨
婚
の
そ
れ
〈
¥

自
国
に
於
げ
る
購
買
力
の
比
率
ど
錦
替
相
場
ど
が
均
粧
を
保
て
る
も
の
さ
す
る
c

一
定
の
時
期
を
へ

rて
、
後
、

甲
乙
ニ
固
に
於
け
る
賃
鮮
の
数
量
の
増
加
(
又
は
減
少
)
の
程
度
を
知
る
こ
ご
が
出
来
れ
ば
、
各
国
内
に
於
げ
る
物

債
盤
勤
の
程
度
、
従
ひ
て
購
買
力
一
小
債
の
大
さ
ぞ
求
h
u

る
こ
さ
が
出
来
る
。
而
し
て
潟
替
相
場
が
こ
れ
ざ
異
な
っ

て
ゐ
る
場
合
に
、
結
局
噌
:
に
落
ち
つ
く
も
の
で
あ
る
さ
一
耳
ふ
見
営
を
つ
げ
る
こ
さ
が
出
来
る
。
貨
幣
敷
量
が
物

債
を
、
物
債
が
潟
替
相
場
を
決
定
す
さ
見
る
の
が
購
頁
カ
平
債
説
の
見
解
の
根
本
で
あ
る
。

一一一
そ

の

英在

黒占

此
鮮
明
な
る
形
態
に
於
げ
る
購
買
力
卒
債
設
は
突
の
諸
駐
に
困
難
を
合
む
さ
見
ら
れ
る
。
第
一
。
矯
替
相
場
は

物
債
、
従
ひ
て
貨
幣
の
囲
内
購
買
力
の
結
果
に
過
ぎ
ざ
る
や
。
か
く
て
、
若
し
翁
替
相
場
が
あ
る
事
情
乃
至
政
策

の
た
め
に
購
買
力
卒
債
よ
h
上
又
は
下
に
離
れ
た
る
場
合
、
そ
の
勤
ま
で
に
や
が
て
復
蹄
す
る
さ
見
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
こ
れ
が
果
し
て
肯
定
し
得
ら
る
べ
き
こ
ぎ
で
あ
る
か
。
第
一
一
。
甲
乙
雨
園
の
生
産
物
の
う
も
、
轍
出
入
閥
係

吾ム

ii1!ll 

叢

購
買
力
平
債
説
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一
考
察
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三
十
経
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九

第
六
時
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議

購
買
カ
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一
考
察

第
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十
巻

ノ1
:/t， 

第
六
波

に
入
る
ち
の
は
そ
の
一
部
分
に
過
ぎ
ぬ
、

ζ

れ
ら
一
部
分
の
商
品
に
費
す
る
貨
幣
の
購
買
カ
が
圃
内
に
於
て
も
国

外
に
於
て
も
一
様
に
な
る
ゃ
う
の
傾
向
が
ゐ
り
、
此
傾
向
の
買
現
せ
ら
る
、
ぜ
こ
ろ
に
震
替
相
場
が
落
ち
つ
く
さ

一
五
ム
こ
之
は
、
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
守
、
そ
れ
は
自
明
に
近
き
道
理
で
あ
る
さ
す
ら
も
見
ら
れ
て
ゐ

る
。
併
し
な
が
ら
、
叩
乙
雨
闘
に
於
け
る
一
般
物
債
(
徒
ひ
て
貿
易
の
範
閣
に
入
ら
ぎ
る
す
ぺ
て
の
商
品
の
債
格
)

に
よ
り
て
鋳
替
相
場
が
決
定
せ
ら
れ
、
二
者
の
聞
に
一
義
的
な
る
闘
係
が
支
配
す
る
ピ
は
如
何
な
る
事
情
に
よ
る

か
。
ニ
れ
に
開
聯
し
失
の
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
同
購
買
力
平
憤
J
M

一
義
的
に
矯
替
相
場
を
決
定
し
得
な
い
、
運
賃

及
び
轍
出
入
税
(
あ
る
債
格
理
論
の
立
場
か
ら
云
へ
ば
、
此
外
に
商
人
の
卒
均
利
潤
)
が
ま
た
、
震
替
相
場
の
決
定

に
奥
る
、
手
フ
す
れ
ば
、
購
買
力
平
債
か
ら
此
要
素
の
作
用
だ
り
、
上
の
及
び
下
の
二
貼
の
聞
の
い
づ
れ
か
の
賠

に
矯
替
相
場
が
落
ち
つ
く
さ
よ
り
一
式
ひ
得
ぬ
で
あ
ら
う
、
貨
幣
の
購
買
力
は
多
義
的
に
の
み
潟
替
相
場
を
決
定
し

得
る
じ
過
ぎ
ぬ
。
刷
ま
た
、
購
買
力
卒
債
設
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
轍
出
入
せ
ら
る
、
商
品
に
劃
す
る
内
部
的
購

買
力
、
外
部
的
購
買
カ
が
相
等
し
き
ゃ
う
に
、
震
替
が
決
定
せ
ら
れ
る
は
や
で
あ
る
。
然
る
に
、
原
則
ご
し
て

は
園
内
に
於
て
購
買
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
が
園
外
に
於
て
購
買
せ
ら
れ
る
。
か
、
、
る
場
合
、
如
何
に
し
て
園
内
に
於

け
る
、
及
び
圃
外
に
於
げ
る
購
買
力
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
か
。
第
三
。
購
買
力
卒
債
設
を
し
ば
ら
く
是
認
す
る

じ
し
て
も
、
現
貫
の
統
計
責
料
に
よ
り
て
之
を
算
定
す
る
上
の
困
難
が
ゐ
る
。
轍
出
入
の
閥
係
に
ゐ
る
重
要
商
品

の
、
内
地
及
び
園
外
に
於
げ
る
債
格
を
算
定
し
比
較
し
て
、
購
買
力
平
債
さ
潟
替
の
一
致
し
た
る
基
準
年
度
を
定



な
る
こ
さ
は
行
は
れ
や
、

一
九
一
三
年
が
か
、
る
均
衡
の
保
た
れ
た
る
基
準
年
度
ご
し
て
取
扱
は
れ
る
。
こ
、
に

一
の
困
難
が
あ
る
だ
ら
う
。
而
し
て
そ
の
後
の
年
度
の
購
買
力
の
比
率
を
此
基
準
年
度
の
そ
れ
に
比
較
し
て
購
買

カ
卒
慣
が
算
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
は
が
ら
、
蓮
賃
及
び
関
税
が
営
然
に
震
替
相
場
を
左
右
す
る
こ

εを
考
ふ

る
ど
き
に
は
、
基
準
年
度
以
後
の
購
買
力
平
債
の
厳
密
な
る
算
出
に
営
り
て
、
営
然
こ
れ
ら
の
盤
化
が
計
算
の
中

に
採
り
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
ぜ
こ
ろ
が
、
国
際
貿
易
の
範
囲
に
入
る
商
品
仁
っ
き
、

一
々
こ
れ
ら
の
費
用
を

精
密
に
計
算
し
て
、
か
の
購
買
力
平
慣
を
算
出
す
る
こ
さ
は
至
難
の
こ
さ
で
あ
hι

従
ひ
て
貰
行
せ
ら
れ
が
た
き

こ
さ
で
あ
る
。

こ
れ
p
h
y

の
困
難
仁
円
J
h
i

て
順
衣
に
、
筒
草
な
る
考
察
を
加
へ
る
。
震
替
相
場
が
物
債
の
被
決
定
者
た
る
に
過
ぎ

令
ぜ
一
宮
ふ
こ
ご
は
、
如
何
な
る
勤
よ
り
見
る
も
論
謹
を
許
E
Y
る
命
題
で
あ
る
。

一
龍
、
鴻
替
相
場
、
卸
ち
外
岡

貨
幣
の
相
場
は
一
商
品
の
債
格
に
外
な
ら
ね
、
此
商
品
が
特
殊
の
性
質
を
有
す
る
こ
さ
は
、
金
〈
別
の
問
題
で
ゐ

る
。
然
る
に
、
す
ぺ
て
の
債
格
の
聞
に
は
、

一
般
的
均
衡
の
法
則
乃
至
相
互
依
存
の
原
理
が
支
配
す
る
。

'
』
ず
」

仁
、
外
国
貨
幣
は
そ
の
種
類
に
於
て
多
様
な
る
、
取
引
の
数
量
に
於
て

E
額
な
る
商
品
ぞ
代
表
す
る
。
従
ひ
て
、

此
商
品
の
債
格
の
麓
動
が
圏
内
の
他
の
す
べ
て
の
商
品
の
債
格
、
従
ひ
て
一
般
物
債
の
上
に
韓
勤
を
及
ぼ
さ
や
さ

云
ふ
こ
ご
は
、
考
へ
う
ぺ
か
ら
ぎ
る
こ
ぎ
で
あ
る
。
之
を
般
設
の
例
に
つ
い
て
考
へ
る
。
あ
る
時
期
に
於
て
購
買

カ
卒
債
さ
潟
替
相
場
申
」
が
相
一
致
し
て
ゐ
る
も
の
ざ
す
る
。
物
債
以
外
の
他
の
事
情
か
ら
(
例
へ
ば
資
本
の
蹴
出
、

島右

叢

購
買
カ
卒
債
設
の
一
考
察

第
三
十
巻

l¥ 
九

第
大

競
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叢

購
買
カ
平
債
説
白
一
考
察

第
三
十
血
管

八
九
四

第
六
競

四

賠
償
金
の
支
耕
、
中
央
銀
行
の
金
利
政
策
な
ざ
の
鴻
じ
て
鶏
替
相
場
が
麗
化
(
例
へ
ば
一
割
の
下
落
|
|
受
取
勘

定
建
)
し
た
芝
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
て
轍
入
品
の
債
格
は
一
割
以
内
の
あ
る
程
度
ま
で
騰
貴
す
る
。
轍
出
品
は
外

固
の
需
要
増
加
の
た
め
に
自
ら
大
抵
一
割
を
こ
え
ざ
る
限
度
内
じ
於
て
高
ま
ら
う
ご
す
る
。
そ
の
他
の
商
品
も

こ
れ
ら
ご
の
代
用
の
聞
係
、
生
産
財
を
共
通
に
す
る
閥
係
よ
り
騰
貴
し
て
、

一
般
物
債
の
上
昇
さ
な
ら

Y
る
を
得

m
刷
、
此
際
、
貨
幣
乃
至
信
用
の
膨
脹
の
件
ふ
こ
さ
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
却
も
、
鴻
替
相
場
の
下
落
以
自
ら
一
般

物
慣
が
}
騰
貴
サ
し
め
ゐ
。
而
し
て
、
矯
替
相
場
に
購
買
力
の
比
率
一
か
一
致
す
る
ま
で
物
慣
が
縄
化
し
よ
う
さ
ず
る

は
や
で
あ
る
。
た
Y
此
際
、
轍
出
が
促
進
せ
ら
れ
轍
入
が
抑
腫
せ
ら
る
、
結
果
ざ
し
て
、
震
替
相
場
は
自
ら
騰
貴

し
よ
う
ご
す
る
傾
を
も
っ
。
此
整
方
か
ら
、
雨
闘
に
於
け
る
物
債
の
比
率
さ
滞
替
相
場
ご
が
相
合
一
す
る
に
至
る

ま
で
、
換
言
す
れ
ば
、
静
的
な
る
鴻
替
相
場
が
成
立
す
る
ま
で
此
蓮
動
が
つ
Y
け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が

ら
、
此
新
し
き
均
衡
の
成
立
す
る
の
は
も
は
や
以
前
の
購
買
力
卒
債
の
黙
に
於
て
Y
は
な
い
。
以
上
の
叙
遁
に
よ

り
て
知
ら
る
、
が
如
く
、
以
前
の
購
買
力
平
債
よ
ち
い
く
ら
か
低
く
、
併
し
な
が
ら
、

一
割
ま
で
は
低
下
せ
ざ
る

あ
る
酷
に
於

τ均
衡
が
成
立
す
る
。

か
く
て
、
奥
へ
ら
れ
た
る
が
如
き
事
情
の
下
に
於
て
、
震
替
相
場
が
以
前
の
地
位
に
復
師
し
よ
う
さ
し
て
も

(
此
復
蹄
の
運
動
は
、
震
替
が
一
割
だ
け
低
下
す
る
や
、
貿
易
均
衡
の
改
善
の
み
に
よ
る
の
で
な
〈
、

相
到
外
支
幅
抑

の
延
期
、
満
期
日
に
到
ら
ざ
る
封
外
債
権
の
割
引
、
外
資
の
借
入
等
に
よ
り
て
助
長
せ
ら
れ
る
)
、
此
復
闘
は
十
分



に
元
の
購
買
力
平
債
ま
で
に
達
し
得
な
い
。

も
ご
よ
り
購
買
力
の
比
率
に
裏
づ
け
ら
れ
ぎ
る
濡
替
相
場
は
永
績
し

得
や
さ
し
て
も
、

二
者
の
一
致
又
は
卒
行
は
、
物
慣
が
潟
替
を
支
配
し
、
後
者
が
前
者
よ
ち
離
る
れ
ば
之

ee引
き

も
J
f

」
す
が
故
に
の
み
成
立
す
る
の
で
は
な
い
、
震
替
が
物
債
を
支
配
し
、
之
を
引
き
ょ
せ
る
が
震
に
ま
た
生
十

る
。
従
ひ
て
二
者
の
一
致
は
歩
み
よ
り
に
し
て
、
単
純
な
る
一
方
的
因
果
関
係
仁
基
く
も
の
で
は
な
い
。
結
局
、

矯
替
相
場
は
物
債
の
結
果
に
す
ぎ
十
ぜ
見
る
の
は
許
し
が
た
き
見
解
に
し
て
、

ニ
者
の
闘
備
は
一
エ
は
Y
函
敢
闘
係

に
外
な
ら
ぬ
。

こ
れ
は
一
般
均
衡
の
見
方
に
立
つ
以
上
、
す
ぺ
て
の
商
品
の
債
格
の
聞
に
一
定
の
函
載
関
係
が
文

配
す
る
さ
一
宮
ふ
根
本
法
則
の
特
殊
な
る
一
場
合
に
過
ぎ
ぬ
。

物
領
以
外
の
事
情
に
よ
り
て
鴛
替
が
鐙
勤
(
例
へ
ば
本
文
に
蓮
べ
た
る
が
如
き
意
味
に
於
け
る
低
下
)
し
た
る
際
、
僑
替
の
下
落
に
伶
ふ
輸
出
の

促
進
輸
入
の
減
退
に
よ
り
で
鴛
替
相
場
と
購
買
力
平
債
と
が
均
衡
を
恢
復
ナ
る
ま
で
復
蹄
の
運
動
が
行
は
れ
る
。
併
し
此
際
も
と
の
一
慰
霊
で
に
復

蹄
せ
ざ
る
こ
と
を
、

一
方
が
商
品
を
失
ひ
他
方
が
商
品
を
増
加
す
る
己
主
に
基
〈
物
債
白
鑓
動
か

b
来
る
と
な
ナ
見
方
が
あ
る
。
甲
固
の
鴛
替
低

落
ナ
る
時
、
甲
闘
は
商
品
を
失
ひ
、
物
債
が
そ
れ
に
よ
り
で
影
響
を
受
け
購
買
カ
平
僚
が
低
下
器
ナ
る
と
一
E
ふ
。
併
し
な
が
ら
、
甲
園
の
物
債
腸

貴
は
商
品
減
少
の
結
果
に
非
ず
、
商
品
白
減
少
な
〈
、
之
に
先
だ
ち
て
賓
現
せ
ら
れ
得
る
で
あ
る
う
し
、
叉
甲
圃
の
生
産
物
取
量
の
靖
加
に
よ
り

商
品
に
増
加
を
来
?
と
も
な
ほ
、
貸
現
せ
ら
れ
う
る
は
ず
で
あ
る
。

鴛
替
が
物
債
を
決
定
ナ
る
こ
と
を
否
定
ナ
る
乙
と
が
、
鮮
明
な
る
形
態
に
於
け
る
購
買
カ
卒
償
説
白
特
徴
と
見
ら
る
べ
き
こ
と
は
木
文
に
於
で

建
べ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
Y
此
立
場
が
最
も
よ
〈
一
貫
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
ミ
イ
ゼ
ス
の
見
解
で
あ
る
主
思
は
れ
る
。
物
慎
以
外
白
事
情

|
|
所
調
人
策
的
事
情
ー
ー
に
よ
り
て
矯
替
相
場
が
購
買
カ
平
債
か
ら
離
れ
た
と
す
る
。
輸
出
入
白
婚
化
に
よ
り
で
鴛
替
相
場
k
物
債
と
白
均
衡

が
恢
復
せ
ら
れ
る
、
而
も
此
運
動
の
結
果
、
営
初
白
購
買
カ
苧
慣
に
ま
で
到
達
ナ
る
と
一
E
ふ
。
カ
ツ
セ
ル
に
あ
り
で
は
、
そ
の
立
場
が
ζ

れ
ほ
ど

言曲

叢

購
買
カ
千
債
説
白
一
考
察

五

第
三
十
巻

八
九
五

第
六
披

Mises， Theorie des GeIdes u. der Um]a，u色lllittel.2， AuJ1. 1924・s.234: ditto， 
Zahhmgsbilanz u. Devisenkurse， Mitteilun~~en des Verba.ndes osteπBanken 
u. Banl，iers 1919. Nr. 33. s. 5. 39-41). 
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購
買
カ
平
債
説
白
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考
察

叢

第
三
十
巻

八
九
六

第
六
競

ム

ノ、

鮮
明
で
な
い
。
止
際
、
首
初
の
購
買
力
平
債
ま
で
に
復
蹄
ナ
・
る
と
解
ナ
ベ
膏
叙
越
は
な
さ
れ
て
ゐ
る
、
然
れ
ど
も
、
魚
替
相
場
の
物
債
に
及
ぼ
ナ

影
響
が
ナ
ベ
て
否
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
考
へ
が
た
〈
、

そ
白
主
張
は
後
に
な

p
て
強
〈
緩
和
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
『
若
し
乙
圃
貨
幣
が
そ

の
購
買
力
平
債
以
上
に
相
場
づ
り
ら
れ
る
な
ら
ば
、
即
ち
さ
う
一
両
ふ
意
味
に
於
て
あ
主
り
に
高
〈
許
債
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
乙
園
貨
幣
の
高
債
市

る
と
と
は
甲
田
圃
に
於
り
る
物
債
を
騰
貴
さ
せ
る
カ
を
も
つ
か
も
知
札
ぬ
』
と
云
ふ
。
允
も
と
れ
も
、
そ
れ
に
伴
ふ
通
貨
膨
脹
が
あ
口
て
は
じ
め
て

可
能
で
あ
る
と
は
説
い
て
ゐ
る
。
き
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
鴛
替
相
場
が
一
・
た
び
購
買
カ
千
僚
か
、
b
離
れ
て
、
再
び
二
者
白
均
衡
が
成
立
ナ
る
場

合
、
官
然
に
新
な
る
購
買
力
平
慣
に
到
達
ナ
る
可
能
は
カ
ツ
セ
ル
の
否
認
せ
ざ
る
と
と
ろ
で
あ
る
此
監
に
づ
い
て
な
ほ
十
分
の
考
察

E
期
ナ
ち
r

ミ
イ
ぜ

λ

の
加
奇
主
張
の
・
加
何
に
成
立
し
が
た
脅
か
は
木
文
に
沈
一
べ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
容
易
に
明
に
せ
ら
れ
る
と
忠
ふ
。
同
様
な
る
誤
認
は
主
た

こ
れ
を
ρ

ア
ン
に
見
る
ζ

と
が
出
来
る
。

な
ほ
カ
ツ
セ
ル
的
立
場
h
r
b
、
購
買
カ
平
債
と
現
賓
の
鴛
替
相
場
主
の
離
れ
が
如
何
に
し
て
容
立
す
る
も
の
と
日
ん
ら
る
ふ
か
。
料
購
買
カ
卒
債
と

矯
替
相
場
と
の
均
衡
、
即
ち
自
然
的
又
は
静
的
気
替
相
場
白
一
貫
現
は
、
完
全
な
る
白
由
貿
易
量
前
提
と
し
て
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、

に
於
て
は
、
輸
出
の
絡
謝
禁
止
、
特
許
制
度
に
よ
る
輸
出
白
防
陸
、
輸
出
の
割
宛
、
輸
出
税
の
諜
徴
、
外
園
の
購
買
者
に
謝
し
て
は
圏
内
市
場
に

於
け
る
よ
り
も
高
曹
債
格
を
支
挽
は
し
む
る
方
法
、
他
方
に
於
て
は
、
自
闘
に
於
け
る
高
官
修
品
輸
入
目
禁
止
、
輸
入
積
回
一
賦
謀
、
輸
入
の
禁
止
と

一
再
ふ
如
き
ζ

と
が
、
常
に
魚
替
相
場
を
し
て
購
買
カ
卒
僚
か
ら
或
は
上
に
或
は
ド
に
離
れ
さ
せ
る
。
山
門
購
買
カ
平
債
説
は
関
係
固
に
於
け
る
物
債

の
騰
落
は
す
べ
で
白
商
品
目
債
格
を
一
様
に
費
動
せ
し
め
る
と
云
ふ
仮
定
に
立
ワ
。

ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
此
仮
定
が
み
た
さ
れ
ず
、
輸
出
入
の
範
囲
に

あ
る
商
品
が
此
一
般
的
努
動
か
ら
か
け
離
れ
た
債
格
を
も
っ
と
曹
に
は
、
そ
れ
だ
け
矯
替
相
場
白
購
買
カ
平
債
か

b
の
離
れ
が
あ
り
得
る
は
ず
で

あ
る
。
糾
過
渡
期
聞
に
於
け
る
二
者
白
離
れ
が
あ
る
。
購
買
カ
平
債
の
獲
化
し
て
、
従
ひ
て
免
替
相
場
が
新
に
そ
れ
に
這
随
ナ
べ
春
期
聞
に
於
て

は
、
二
者
自
釣
舎
の
未
だ
に
成
立
せ
ず
、

そ
の
矯
に
麟
れ
が
存
立
し
う
る
。
物
償
以
外
の
原
因
に
よ
り
て
鴛
替
相
場
の
費
動
し
て
而
も
均
衡
の
新

に
成
立
す
る
に
至
ら
ざ
る
期
聞
に
於
て
も
同
様
な
る
性
質
の
離
れ
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
向
投
機
の
作
用
、
な
ら
び
に
来
る
べ
き
購
買
力
卒
償
。

国
型
化
の
見
込
の
鴛
替
相
場
へ
白
反
映
。
仲
購
買
カ
平
債
の
計
算
方
法
か
ら
来
る
離
れ
。
た
と
へ
ば
基
準
年
度
と
し
て

ω、b
め
る
年
度
に
於
け
る
矯

Sozialp. 

方

Cassel， Money‘8[ Foγeign Exchange after 1914. p. 168 
たとへI:fHugo Mul!er， Wechselkurse u. Guterpreise， 1926. S. 5・
Hahn， Statischc u. d ynamische ¥Vechselku了se，ihchiv f. Sozialw. u. 
1922， S. 770. 
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替
相
場
が
ま
と
と
の
静
的
鴛
替
相
場
に
あ
ら
ざ
る
主
奇
n

又
は
、
所
謂
交
換
方
程
式
そ
の
も
の
ふ
醐
営
化
あ
る
場
合
。
こ
れ
怯
重
要
た
る
煮
義
を
宥

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
説
明
を
加
へ
る
。

鴬
替
相
場
が
轍
出
入
の
範
固
に
入
り
こ
む
商
品
の
み
に
つ
い
て
考
ふ
る
ど
き
に
、
購
買
力
平
債
(
こ
れ
ら
商
品

さ
潟
替
相
場
さ
の
一
致
す
ぺ
き
傾
向
ゐ
る
'
」
ご
は
、
自
明
の
こ
さ

の
み
に
つ
い
て
考
へ
ら
れ
た
る
購
買
力
卒
憤
)

で
あ
る
。
此
聞
に
差
異
あ
る
さ
き
に
は
、
貿
易
業
者
は
商
品
を
現
逸
し
て
利
盆
伝
あ
げ
件
ぺ
〈
w

や
が
て
此
利
盆

な
、
き
に
至
る
の
は
必
然
で
ゐ
ゐ
か
ら
。
然
れ
J
E
'
b
購
買
力
卒
債
は
前
越
の
如
〈
す
べ
て
の
商
品
、
従
ひ
て
一
一
般
物

慣
に
つ
い
て
算
定
せ
ら
れ
る
、
若
し
、
轍
出
入
商
品
又
は
そ
の
一
部
の
み
が
一
般
物
債
さ
は
騰
落
の
程
度
を
異
に
す

る
ぜ
せ
ば
.
購
買
力
平
憤
設
は
如
何
に
し
て
正
し
く
ゐ
h
特
ゐ
か
。
ご
れ
仁
つ
い
て
は
衣
の
如
く
考
へ
乙
外
な
い

で
あ
ら
う
。
何
れ
の
側
じ
於
て
も
資
本
さ
勢
働
さ
が
自
由
に
副
内
消
費
口
問
産
業
さ
轍
出
品
産
業
の
聞
に
自
由
に
移

勤
し
得
る
も
の
ざ
す
れ
ば
、
大
韓
仁
於
て
轍
出
入
の
範
固
に
入
る
さ
こ
ろ
の
商
品
の
債
格
ご
一
一
般
物
債
さ
は
相
卒

行
し
て
騰
落
す
〈
〈
、
従
ひ
て
購
買
力
卒
償
設
の
前
提
は
事
買
に
於
て
み
た
さ
れ
得
る
。
然
れ
ど
も
、
も
ご
よ
り

此
移
動
の
自
向
山
極
め
て
長
一
き
時
期
を
通
じ
て
の
み
認
め
得
ら
る
、
こ

εで
あ
ら
う
、
従
ひ
て
、
此
貼
か
ら
闘
際

貿
易
の
目
的
ぜ
な
ら

5
る
商
品
の
債
格
ぜ
そ
の
他
の
商
品
の
債
格
さ
が
一
様
に
麗
動
す
る
ぜ
云
ふ
こ
さ
が
ゐ
る
程

度
ま
で
否
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
向
。
か
〈
し
て
、
購
買
カ
卒
憤
設
は
、
震
替
相
場
が
物
債
に
及
ぼ
す
決
定
作
用
の

問
題
を
離
れ
て
考
ふ
る
に
し
て
も
、
た
い
ミ
極
め
て
長
期
を
通
じ
て
の
み
貫
現
せ
ら
る
ぺ
き
究
極
の
傾
向
を
さ
〈
も
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の
ご
の
み
解
せ
ら
る
ご
甲
子
乞
要
し
よ
う
。
な
ほ
、
購
買
カ
平
信
設
の
立
場
か
ら
は
、
轍
出
入
の
範
固
に
入
る
商

品
の
債
格
の
み
に
つ
い
て
鴻
替
相
場
の
均
衡
勤
を
求
む
る
こ
ぎ
の
困
難
を
失
の
如
く
に
考
へ
る
。
轍
出
入
の
範
園

に
入
L

リ
来
る
商
品
の
種
類
が
、
商
品
相

E
の
比
債
の
鑓
勤
に
よ
ち
て
著
し
く
擾
化
す
る
。
従
ひ
て
.
基
準
年
度
に

甲
固
か
ら
輸
出
吋
ら
れ
し
商
品
さ
異
な
れ
る
種
類
の
商
品
が
あ
ま
た
轍
出
せ
ら
る
、
場
合
、
甲
岡
の
轍
出
商
品
の

物
債
指
数
を
算
出
す
る
ニ
さ
が
不
可
能
さ
な
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
劃
し
て
在
は
夫
の
如
き
見
方

九
官
ご
ゐ
。
轍
出
入
の
商
品
債
格
の
み
の
比
率
か
ら
購
買
力
平
偵
を
算
出
す
ぺ
し
で
一
古
ふ
の
で
は
な
い
、
た
Y

}

般

物
債
か
ら
算
出
せ
ら
れ
た
る
購
買
カ
卒
債
の
性
質
ざ
し
て
、
ぞ
れ
は
必
然
的
に
鴻
替
相
場
か
ら
(
か
の
資
本
州
労
働

の
移
動
の
即
時
的
な
ら
玄
る
限
り
)
多
少
さ
も
離
れ
る
こ
さ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

こ
れ
に
関
聯
し
て
突
の
こ
ご
が
問
題
さ
な
る
。
同
購
買
力
は
一
義
的
に
魚
替
相
場
を
決
定
し
う
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
た
va
そ
れ
は
潟
替
相
場
が
萌
き
う
る
上
下
の
限
界
を
定
む
る
に
止
ま
る
。
若
し
運
賃
及
び
轍
出
入
積
に
し
て

な
い
ざ
す
れ
ば
、
震
替
相
場
が
雨
圃
に
於
け
る
一
般
物
債
の
比
率
に
於
て
定
ま
る
で
あ
ら
う
。
而
も
、
此
運
賃
及

び
轍
出
入
積
の
存
す
る
限
り
、
購
買
力
平
債
に
こ
れ
ら
の
作
用

rけ
を
上
又
は
下
じ
併
せ
計
算
し
た
る
ぜ
こ
ろ
を

標
準
ぜ
し
、
そ
の
聞
の
ざ
こ
か
に
矯
替
相
場
が
定
ま
る
は
や
で
あ
る
。
た
Y
比
運
賃
及
び
轍
出
入
税
は
商
品
の
種

類
に
膳
じ
て
種
々
雑
多
な
る
を
見
れ
ぬ
G

何
れ
の
商
品
の
運
賃
又
は
輸
出
現
の
大
さ
が
現
買
に
矯
替
相
場
を
支
配

す
る
か
。
此
勤
に
つ
い
て
は
最
ち
重
要
な
る
商
品
の
そ
れ
が
決
定
的
作
用
を
替
む
さ
云
は
れ
る
か
、
そ
れ
は
必
や



し
も
許
し
が
た
い
で
あ
ら
う
。
此
鮎
は
各
商
品
の
需
要
函
数
、
供
給
函
敷
、
な
ら
び
に
そ
れ
ん
¥
の
蓮
賃
轍
出
入

粧
を
一
示
す
ご
こ
ろ
の
複
雑
な
る
方
程
式
組
織
を
求
め
、
ヲ
て
れ
に
よ
り
で
は
じ
め
て
決
定
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
さ
思

ふ
。
従
ひ
て
事
費
に
つ
い
て
の
そ
の
算
出
は
賓
際
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

此
一
義
的
に
決
定
せ

b
れ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
(
運
賃
そ
の
他
の
鴛
に
)
金
平
債
の
場
合
に
も
存
す
る
が
、
此
場
合
に
は
特
に
其
意
義
顛
著
で
あ

る
。
法
意
す
ベ
曹
は
『
免
替
相
場
が
標
準
的
比
率
を
離
れ
て
或
範
囲
内
に
於
て
麹
勤
し
得
る
己
主
で
あ
る
。
而
し
て
此
純
国
は
ニ
周
聞
に
最
も
多
〈

輸
設
さ
る
べ
き
商
品
に
到
す
る
運
賃
及
び
課
税
白
金
額
に
よ
り
で
定
主
る
o』
ロ
パ
ア
ト
ゾ
Y
は
此
問
題
を
此
の
知
〈
に
軽
〈
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
然

れ
ど
も
私
は
こ
れ
を
極
め
て
複
雑
な
る
も
の
止
考
へ
、
各
商
品
の
需
要
供
給
の
姿
に
ま
で
立
入
る
白
で
な
け
れ
ば
、
最
後
の
答
解
を
得
に
〈
い
と

思
ふ
。
今
は
牧
て
か
ふ
る
煩
墳
な
る
問
題
に
立
入
ら
う
と
は
思
は
ぬ
、
た
炉
、
そ
こ
に
単
純
な
ら
ざ
る
問
題
の
ひ
そ
h
u

」
と
よ
一
は
叩
怖
か
に
し
な
け

れ
ば
な

b
ぬ

川

w-次
に
来
る
問
題
は
、
轍
出
入
商
品
が
有
無
相
通
や
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
さ
に
闘
す
る
。
震
替
相
場
は
こ

一
園
の
貨
幣
を
以
て
す
る
、
園
内
に
於
げ
る
購
買
カ
の
闘
外
に
於
け
る
購
買
力
ぜ
相
等

れ
ら
の
商
品
に
劃
し
て
、

し
き
さ
こ
み
じ
落
も
つ
〈
ざ
云
ム
。
而
も
外
国
貿
易
の
範
固
に
入
ち
来
る
商
品
は
、
原
則
ぎ
し
て
一
固
に
生
産
せ

ら
れ
、
他
固
に
生
産
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
又
は
少
く
ご
も
か
、
る
性
質
の
も
の
、
み
で
あ
る
可
能
が
あ
る
。

此
際
、
こ
れ
ら
の
商
品
に
つ
い
て
比
較
せ
ら
る
ぺ
き
、

一
園
貨
幣
の
園
内
に
於
け
る
、
並
び
に
圏
外
に
於
げ
る
購

買
力
は
少
〈
も
貿
易
の
開
始
に
先
だ
ち
で
あ
り
得
ぎ
る
も
の
で
あ
る
、
そ
ニ
に
購
買
カ
卒
債
説
の
支
配
し
得
ま
る

範
園
が
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
。
た
目
当
此
国
難
に
つ
い
て
は
立
入
り
た
る
考
察
を
他
日
に
期
し
た
い
。
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此
監
は
山
崎
博
士
の
カ
設
せ
ら
れ
た
る
=
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
元
来
貿
易
は
宥
無
相
通
ず
る
鍔
に
起
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
園
聞
に
取
引
さ
れ
る
財

貨
は
、
初
め
は
英
一
方
に
の
与
存
立
す
る
も
の
と
見
る
白
が
寧
ろ
営
然
で
あ
ら
う
。
斯
白
知
〈
甲
乙
二
闘
が
各
其
産
物
を
異
に
し
で
居
っ
た
な
ら

ば
、
甲
乙
一
一
園
白
貨
幣
が
各
其
園
白
産
物
に
到
し
で
若
干
の
購
買
カ
を
有
し
て
居
つ
で
も
英
聞
に
比
較
の
共
通
的
標
準
が
な
い
か
ら
、
甲
簡
の
貨

幣
幾
何
と
乙
闘
白
貨
幣
幾
何
と
か
其
購
買
力
を
同
じ
く
ナ
る
か
は
計
算
し
得
b
れ
即
』
。
木
文
に
漣
べ
た
る
と
ζ

ろ
、
大
砲
此
主
張
を
承
け
た
る

に
過
ぎ
向
。
地
駐
に
つ
い
て
は
な
ほ
次
の
如
春
場
合
を
考
へ
た
い
と
思
ふ
。

ま
づ
、
甲
乙
爾
圃
が
そ
れ
ぞ
れ
特
有
な
る
生
産
物
A
M
E
交
換

T
る
。
北
ハ
遁
百
る
生
産
物
B
W
U
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
閣
内
消
費
口
同

c
r
が
生
産
せ

ら
る
L
・
と
し
よ
う
。

B
V
に
属
す
る
あ
ま
た
の
商
品
は
債
格
の
如
何
に
よ
り
で
皆
輸
出
入
の
範
囲
陀
入
り
己
み
う
る
も
の
と
ず
る
。
き
う
ナ
れ
ば

資
本
、
勢
働
の
加
者
生
産
財
は
す
べ
て
何
れ
の
財
の
生
産
に
僅
り
む
け
ら
る
L

も
の
も
同
一
の
償
柊
を
も
ヴ
弔
う
に
な
る
傾
向
を
も
づ
。
そ
れ
ゆ

A
K
A
M
U
交
換
に
あ
り
て
也
、
甲
乙
の
各
自
岡
内
に
於
け
る
生
産
財
が
結
局
同
一
の
慣
格
を
も
つ
や
う
に
た
る
た
め
に

U
、
E
W
U
と
五
ふ
品
目
h

遁

な
る
生
産
物
に
封
ナ
る
内
部
的
外
部
的
購
買
カ
が
同
一
に
な
る
宇
う
に
、
一
耳
は
Y
B
N
U

に
謝
す
る
購
買
カ
卒
慣
に
よ
習
で
魚
替
相
場
が
決
定
せ
ら

れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

夏
に
遺
品
で
、

B
Y
が
な
〈
、
爾
園
田
生
産
物
が
貿
易
日
開
A
M
圏
内
消
費
岡
田
C
U
の
み
で
あ
る
主
ナ
る

(
甲
園
は

A
c
、
乙
園
は
U
U
だ
け
を

生
産
ナ
る
止
す
る
}
。
此
揚
ム
官
、
甲
闘
に
於
て
は
U
K

に
到
し
て
一
定
白
需
要
圃
毅
が
あ
る
、

と
れ
は
乙
園
に
於
て
口
町
が
一
定
白
血
慣
格
を
も
っ
以
上
、

乙
闘
の
貨
幣
に
封
ナ
る
需
要
圃
般
と
見
ら
れ
得
る
。
乙
固
に
於
で
も
A

に
艶
ナ
る
、
従
ひ
て
甲
岡
田
貨
併
に
封
ず
る
需
要
画
較
が
あ
る
わ
け
で
あ

る
。
此
双
方
自
画
搬
に
よ
り
て
鴛
替
相
場
は
決
定
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
考
へ
た
い
。
た

γ
比
結
論
に
臨
調
ナ
る
前
提
と
し
て
、
甲
圃
に
あ
り
で
は
A

の
、
乙
園
に
あ

P
て
は
A

の
債
格
、
従
ひ
て
そ
の
生
産
費
が
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
か
&
る
場
合
に
あ
り
で
は
、

c
u
と

は
少
〈
も
直
接
に
は
何
等
の
関
係
な
〈
箆
方
の
需
要
閥
係
か
ら
鴛
替
相
場
白
落
ち
つ
〈
べ
き
と
こ
ろ
が
自
ら
に
定
め
ら
れ
る
。
勿
論
貿
易
外
白
事

情
に
よ

P
で
一
た
び
鴛
替
相
場
が
あ
る
と
こ
ろ
に
定
書
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
作
用
品
ら
し
で
鴛
替
相
場
が
今
漣
べ
た
る
と
と
る
に
落
ち
ヲ
骨
得
ざ

る
と
と
、
詳
論
す
る
ま
で
も
な
い
。

A
H
ι

を
天
れ
よ
¥
た
ど
一
種
目
商
国
師
と
し
て
取
扱
ヲ
た
け
れ
ど
も
、
此
原
則
は
各
を
多
敷
む
種
類
の
も
の
か

ら
成
る
と
見
で
も
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
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